
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 ５ 年 ８ 月号 

 太陽の下で大きく咲くヒマワリを見ると、パワーをもらえる気がします。立秋を過

ぎ、残暑がいっそう身にこたえる日々が続いていますが、夏バテされていませんでしょ

うか？お盆や夏季休暇をご家族で満喫されたことと思います。 

  先月は多くのインフルエンザ感染症のお子さんの利用がありました。コロナ禍でし

ばらく流行がなかった為、当施設でも久しぶりのお預かりでした。比較的症状が軽め

の子が多く、待機期間をゆっくりと過ごしました。また、熱中症様の症状の利用もあり

ました。大人でも体調を崩す危険な暑さです。体温調節の未熟な子どもは、食事や睡

眠不足等で熱中症のリスクが高くなります。普段と様子が違う場合は、無理せずに休

息をとるように心がけましょう。まだまだ残暑厳しく今後も注意が必要です。 

感染性胃腸炎

感冒ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ

その他

７月利用児病名割合

鹿児島県定点把握対象疾患の発生状況 

予約受付時間７：３０～２０：００(月～土) 

(日・祝日を除く） 

病児病後児保育あいあいきっず 

ＴＥＬ ２６―０４０４ 

不明点等、ご連絡下さい(^-^) 

ＲＳウイルス感染症 

ＲＳウイルスの感染による呼吸器の感染症で、何度も

感染と発病を繰り返します。生後 1 歳までに半数以上が、

２才までにはほぼ 100%の子どもが少なくとも 1 度は感染

すると言われています。 

症状 ： 発熱 鼻水 咳 

潜伏期間 ː ２～８日 

感染経路 ： 飛沫感染 接触感染 

登園基準 ： 呼吸器症状が消失し、全身状態がいいこと 

厚労省 HP 


